
別紙２ 主基板裏面確認手順 １／３

「ＧＲＡＮＡＴＯ」モデル遊技機は封印した状態で主基板の裏面の点検

確認をすることが可能です。確認の手順は、以下の通りです。

　リールユニット上に接続されている

　ハーネス２本を外してください。

■手順１

■手順２

　リールユニットを固定しているねじ

　３本を外し、リールユニットを手前に

　取り外してください。

■手順３

　外部端子板のハーネス１本を外して

　ください。また、ハーネスをフック

　から外してください。

【注１】

　製造業者により、シールのデザイン及び

　記載内容が異なります。

リールユニット上面

ハーネス

ハーネス

外部端子板

注１

リールユニットを落とさぬよう、

注意してください。

ねじ

リールユニット

電源をＯＦＦにしてから

作業を行ってください。

フック



別紙２ 主基板裏面確認手順

　マイナスドライバーを使用し、主基板

　ユニット右側下部のつめ２箇所を

　外してください。

■手順４

マイナスドライバーをフックの中央部の
穴に入れ、右方向に力を加えつつ、
フックごとベースを手前に引き、
つめ２箇所をフックから外します。

マイナスドライバーを主基板ユニット底面
奥にあるつめと固定部の隙間に入れ、
奥方向に力を加えつつ、固定部を下に引き、
つめ１箇所を固定部より外します。

■手順５

　マイナスドライバーを使用し、主基板

　ユニット中央下部のつめ１箇所を

　外してください。
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別紙２ 主基板裏面確認手順

■手順６

　主基板可動ベースごと、右側から手前に

　開くことで、裏面の確認ができます。

不正基板

はんだ付け
（配線）

・主基板ケース裏面に穴が空いていませんか？

・主基板裏面に基板や配線がありませんか？

・主基板取付固定ベースに穴が空いていませんか？

・主基板取付固定ベースに基板や配線がありませんか？

★点検確認項目

主基板可動ベース

正常な状態 不正事例

必ず手順１～５を行った後に

確認をしてください。

３／３

主基板取付固定ベース
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